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４
月
２
日
か
ら

８
日
に
か
け
て
、町

内
保
育
園
・
幼
稚
園

の
入
園
式
と
、
各

小
・
中
学
校
、
高
等

学
校
の
入
学
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
入
学

園
児
・
児
童
・
生
徒

は
、
園
児
61
人
、
小

学
生
73
人
、中
学
生

72
人
、高
校
生
64
人

の
計
２
７
０
人
。や

や
緊
張
し
た
面
持
ち
で
式
に
臨
み
、
新
生
活

へ
の
期
待
と
不
安
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　

弟
子
屈
小
学
校（
伊
藤
新
一
校
長
）で
は
、新

入
生
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
名
前
を
呼
ば
れ
た

新
入
生
が
元
気
に
手
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

弟
子
屈
高
校（
鈴
木
晃
校
長
）で
は
、上
級
生

に
よ
る
校
歌
の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

保
育
園
や
幼
稚
園
で
は
、
新
し
い
毎
日
へ

の
不
安
か
ら
か
、
少
し
涙
を
見
せ
る
園
児
も

い
ま
し
た
。

　

新
入
学
を
祝
い
、
商

工
会
女
性
部（
鎌
田
ケ

イ
子
部
長
・
部
員
92
人
）

の
皆
さ
ん
が
、
町
内
の

新
入
学
の
小
学
生
に

「
交
通
安
全
の
鈴
」を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

30
年
以
上
続
い
て
い
る

恒
例
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で

す
。入
学
式
に
出
席
す

る
た
め
、
両
親
な
ど
と

一
緒
に
小
学
校
に
や
っ

て
き
た
新
入
生
の
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル

に
鈴
を
付
け「
気
を
つ
け
て
元
気
に
登
校

し
て
ね
」な
ど
と
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

更
生
保
護
女
性
会（
中
原
艶
子
会
長
・
会

員
28
人
）の
皆
さ
ん
は
、町
内
新
入
生
に
手

作
り
の
マ
ス
コ
ッ
ト
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。新
入
学
の
小
学
生
に
は
フ
ェ

ル
ト
で
作
っ
た「
ぶ
じ
カ
エ
ル
マ
ス
コ
ッ

ト
」を
、
中
学
生
・
高
校
生
に
は
摩
周
多
夢

窯（
川
湯
）の
協
力
の
下
、会
員
が
自
分
で
焼

い
た
陶
製
の「
ふ
く
ろ
う
ス
ト

ラ
ッ
プ
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
町
民
大
学
生
き
が
い

講
座
川
湯
学
級
の
皆
さ
ん
は
、

今
回
初
め
て
、川
湯
・
和
琴
・
美
留

和
・
奥
春
別
の
各
小
学
校
の
新
入

学
児
童
に
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
の
ラ

ン
ド
セ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。交
通
安
全
の
願
い
を
込

め
て
手
作
り
し
た
も
の
で
、
手

紙
を
添
え
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

町の話題

町の話題

子どもたちの
安全を願って
各団体の皆さんが新入生に
手作りのプレゼントを贈る

期待と不安に
胸膨らませて

入園式・入学式
新しい春に決意も新たに（川湯中学校／４月７日）

お父さんお母さんが見守る中入場（摩周丘幼稚園／４月４日）

ランドセルに「交通安全の鈴」を付ける商工会女性部員

このページは皆さんからの

情報で作られています。

どのような情報でもすぐに

かけつけます。

お気軽にご連絡ください。

企画財政課企画係　☎４８２-２９１３（課直通）

　町民大学「いき
がい講座」の開講
式が、４月15日に
公民館（弟子屈学
級）で、16日に川

湯ふるさと館（川湯学級）で、それぞれ行われました。
　町民大学は、60歳以上の方を対象に開講されていて、毎月
１回、野外活動や体力づくり、体験学習などを行います。
　弟子屈学級には今年度、新しい学級生９人を含めた55人
が、川湯学級には、新しい学級生５人を含めた37人が入学し
ました。
　川湯学級の開校式では、学級生を代表して小泉優さんが
「生涯、学ぶ意欲を持ち続けたい」と誓いの言葉を述べました。

４月15・16日

今年もたくさん学びます

町民大学「生きがい講座」の開講式

　平成22年町林
野火災予消防対
策協議会（会長・
德永町長）が４月
14日、公民館で

行われました。
　同協議会は、町や道、根釧西部森林管理署、警察、消防本部
などを中心に、関係企業や団体などで構成。林野火災危険期
間（４～６月）のこの時期に全体会議を行い、予消防対策の周
知や徹底を行っています。協議会では、平成21年の林野火災
発生状況などについて報告が行われたほか、今年の林野火
災予消防対策実施計画について提案。参加者は、林野火災防
止について意識を新たにしていました。

４月14日

火災予防意気の高揚を

林野火災予消防対策協議会で意識を新たに

　町交通安全運動推進
協議会と町交通安全協
会の共催による旗の波
街頭啓発活動が、春の
全国交通安全運動期間
中の４月８日、摩周観

光文化センター前の国道２４３号で行われました。
　開会式で、望木勝雄弟子屈警察署長が「町内での交通死亡
事故ゼロを更新中であり、大変素晴らしいこと。今後も皆さ
んと協力しながら、地域の安心・安全に努めたい」とあいさつ。
その後、啓発活動に参加した町交通安全指導員など関係者60
人は安全旗を手に、行き交うドライバーにパンフレットなど
の啓発グッズを手渡し、交通安全を呼び掛けていました。

４月８日

道行くドライバーに交通安全を呼び掛ける

旗の波による街頭啓発

　町自衛隊協力会（八幡豊
行会長）と町自衛隊父兄会
（岩崎忠夫会長）主催の弟子
屈町自衛隊入隊予定者激
励会が３月23日、役場委員
会室で開催されました。

　今年は、弟子屈高校を卒業した中澤聖幸君と古瀬智仁君、
短大を卒業した佐藤未紗さん、川湯中学校を卒業した池上
好古君の４人が入隊を予定しています。八幡会長のあいさ
つ、德永町長や自衛隊関係者の激励の後、岩崎会長から記念
品が手渡されました。入隊予定者を代表して中澤君が「弟子
屈で育ったことを誇りに、若さと情熱で頑張りたい」と、決意
も新たに語りました。

新たな旅立ちを祝福

自衛隊入隊予定者の激励会

　昨年12月に川
湯温泉市街にオ
ープンした２L
AKeARtGALL
ERy（ツー・レイ
ク・アート・ギャ
ラリー）、皆さん

はもう行かれましたか。さまざまなアーティストを紹介す
る企画展が、ほぼ月変わりで開催されています。今月は、第
３回田淵行男賞で３位に輝いた小笹純弥さん（30ページ参照）
の写真展「水の花 水の根」が先月に引き続き行われているほ
か、弟子屈カヌーイスト展「釧路川源流の魅力」が開催されて
います。入場は無料ですので、一度行ってみませんか。

４月15日

アートに触れるひとときはいかが

２LAKeARtGALLERyで企画展を開催

決
意
を
述
べ
る
中
澤
君（
左
端
）

旗
の
波
で
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
る
学
級
生

（上）�新入生代表が決意を述べる（弟子屈中学校／
４月７日）

（中）�保護者らの拍手に送られ退場（弟子屈高校／
４月８日）

（下）�小さなお友達も園児の仲間入り（おひさま保
育園／４月２日）

３月23日

更
生
保
護
女
性
会
の
皆
さ
ん
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た「
ぶ
じ
カ
エ
ル
マ
ス
コ
ッ
ト
」（
左
）と

「
ふ
く
ろ
う
ス
ト
ラ
ッ
プ
」

町民大学生きがい講座の皆さんとエコクラフトのランドセル

４
月
に
行
わ
れ
た「
多
夢
窯 

陶
の
作
品
展
」


